
 

令和６年度第４回 契約監視委員会議事概要 

委員会の議事概要について、以下のとおりお知らせします。 

開催日・場所 令和７年３月１０日(月) 当機構本部 

委 員 

（敬称略） 

委員長 牧 健太郎（監事） 

委 員 徳田 安崇（監事） 

委 員 加藤 一郎（村田・加藤・小森法律事務所 弁護士） 

委 員 増田 正志（増田公認会計士事務所 所長） 

審議事項等 １．報告事項 

（１）令和６年度第３回契約監視委員会の議事概要について 

（２）前回の契約監視委員会における委員からの確認事項について 

（３）随意契約の事前点検結果について 

２．審議事項 

（１）契約案件の事後点検結果について（随意契約） 

（２）契約案件の事後点検結果について（一者応札・一者応募又は 

１００％落札） 

 

議 事 概 要 １．報告事項（１）から（３）までについて、事務局から報告した。 

 

２．審議事項（１） 

・契約案件の事後点検結果について(随意契約) 

４５７件（うち指摘あり３件） 

 

  審議事項（２） 

・契約案件の事後点検結果について（一者応札・一者応募又は１０ 

０％落札） 

① 一者応札・一者応募     ６４件（うち指摘あり、６件） 

② ２回連続一者応札・一者応募 ２０件（うち指摘あり、２件） 

③ 落札率１００％        ４件（うち指摘あり、４件） 

 について説明し、了承された。 

 

   

 
                            

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

独立行政法人地域医療機能推進機構 

契約監視委員会事務局（監査課）  

電話０３－３４４５－２３８７ 



（別紙） 

 

委員からの意見等について 

 

１ リース契約においては、機械代金に消費税が含まれているにもかかわらず、リース料

に再度消費税が課されることから、結果として二重課税の構造となっている。ま

た、契約終了後も継続して利用する場合には、再リース料が発生する点も留意が必

要です。これらの要因を考慮し、今後はリース契約ではなく、割賦契約（※1）を推

奨した方がいいのではないか。 

※1：契約期間（通常5年以内）にあわせて分割払いにて販売し、契約終了後に物件

は資産となる取引 

 
 

 

２  電気の入札において、規定上認められないと思うが、入札に付しても業者が参入し

てこないことから、相見積もりをとって交渉した結果、最安値の業者と随意契約す

る仕組みがないと、新しい参入、競争が働かないこともあるのではないか。 

 

 

３  調達等合理化計画の契約締結から履行開始までの準備期間は確保できていたが、一

者応札・一者応募を回避するための取組として、業者の準備期間も考慮し、複数業

者が入れるよう次回入札に向けて準備期間以上の十分な準備期間（1年もしくは最低

でも半年）を設けること。 

 

 

 


